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ヨ訴EEN   高
速道路標霞にヒラギノ採用

韓日航182010年 2ヽ月 14日 タコ 1面 (大陶長)

車 ― ‐N   高
速道路標譲にヒラギノ採用 ||

口2010年 12月 14日の朝日新聞夕干」一面
トップで報道

口TVニ ュース、twiter、ブログなど各種メ
ディアで大きな話題に (賛否両方あり)

― EN   岳
遠道路ほ隷にヒラギノ採用

咽 欝梨

ア,ヒ  ヨム20104F'2月 '4日

宝 廷 ‐
   商 遠道路標識にヒラ■ノ採用

SCREN   高
速道路新棟識にヒラギノ採用

白長年使われてきた 「公団ゴシックJに 代わ
り 「ヒラギノ角ゴシック体 W5」 が採用

■書体変更は、1963年 に高速道路が開通し
て以来はじめて

口新標識は2010年 7月から全国の高速道醸
に順次設置 (新規開通や付け替え時)



ヨコ‐座N        イ
ンデックス

コ高速道路標識書体 (公団文字)に ついて

Bヒラギノフォントについて

日高速道路新標識フォントの選定について

SCttEEN     高
速道路の案内標議

口1963年 (昭和38年 )に 現在の標識レイア

ウトの原型が日まり、名神高張道路で採用

口40年 以上大きく変わることなく現在に至

る

日文字形状としては 「公団文字Jが 採用

高速道路標識書体

(公回文字)に ついて

自=にEN     ム 由支享百づ̀ t

‐ Rヒ■N      公
団文字について

●1字すつ必要に応じて制
作されてきたオリジナル
フォント

ロ字の画線を直線的に造形

口画や八ネなどを独自の判
断で省略

口多くの字が塞率神の全体
を使うように作字

, r t ヌ享

遜 酔

…力
永餞

口視認性については特に問題なし

・
屠揚r登ヽ1占写裸員暑料暫

で省略している
ァー部の字は誤字と指編されることがある

協 鴫



ヨ訴EEN       公
団文字の霞題

,HPi!'・

車木田尼

口
脅長?零突督普稽余ぢ号督忌椋者ヽ文字

口
窒曇2ハラ5智棟夢tた

ため文字ごとの

ヒラギノフォントについて

●ウエイトが9つある和文角ゴシックはヒラギノ角
ゴたけ

ESCREEN    文
字 こ との バ ラつ きの例   ―

~EN     ヒ
ラギノフォントの歴史

口企画 開 発開始 (1990年 )
,1993年 に最初のヒラギノ明朝体を発売
′順次Aリ エーションを増やし2011年 現在は77tth

ロアッブルヘライセンス (2000年 )
′以下の6書体をライセンス
ヒラ■夕明朝 ProN Wき榔 6

ヒラ■夕角ゴ ProN W3科 6

ヒライノ丸ヨ ProN W4

ヒラ■ノぬゴSldN tha

′Maoを 皮切 りに数多くのアップル製品に採用

SC康郵
     ヒ ラギノフォントとは

●大日本スクリーン製造株式会社のオリジナルフォント

永永永
=明 朝 角 ゴシック 丸 ゴシックなどの基本書体が中心

=学
寧官どごそ喬坐箸菌留本文 見出しに用速に適したフ



ヨ軒にEN  ヒ
ラギノ搭載のアッブル製品は?

ヒラギノフォントの特徴

ヨ=に EN     ヒ
ラギノフォントとは   ‐

日高速道路標設の和文書体に採用 (2010年 )

g● ●●            ヒ ライタフォントてい0り tほ困した燕

宝 RttN     書
体設計の喜本要素

①字面:仮想ボデイ内での文字の大きさ

②フトコロ:画線内でのアキの取り方

③室心:腰の高さ

卜 |■

■||

これら基本要素を、ビジュアル雑誌などの

本文・見出し書体として遺するよう設計

‐ に EN    書
体設計の基本要素 :字画

①字面:仮想ボディ内での文字の大きさ
′字面小 → 文字が小さくなり、パラパラする

″字面大 → 左右の文字と干渉しやすくなる

′ヒラギノは 「やや大きめ」

国 国
ヒラ 丸→ ック"W4

中=内EEN~~吾 不霞訂万夢 隻ヽ案:フトコロ

②フトコロ:画線内でのアキの取り方
′フトコロ小 → 書箱などの本文書体向き

′フトコ回大 → 装飾書体的になる

´ヒラギノは中后 (やや広めで可るく設定)

7卜D3J  ヽ    ヒ ラt ぬ Erンックrt Vvo     フ トコ0大



SCttEEN    書
体設計の基本要素 :重心

③重心:腰の高さ
′貫心高い→ クランックな印象 (縦組適性)
′重心低い →幼い雰囲気になる (横組適性)
′ ヒラギノは視党的に中位置になるよう設定
若く現代的な感覚 雅横両方向に親和性
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宝 REEN     ヒ
ラギノフォントの特徴

コ縦回 横 回のアクセント

′単純な直線にすると先細りに見える=措視
アクセントをつけることtata補 正

‐ に EN     ヒ
ラギノフォントの轍   ・

版面のグレー トーンを IIえるため ア ■が均―になるよう設計

=れ ています 小 さなサイズや画面上でもつボ■にくく画像t
の植性をよく ベ ージレィアウト全様のバランスを整えます

高速道路標識フォントの選定
について

ESCREEN     高
速道路の案内標織

口和文用公団文字と同等以上の視認性を有し、
正確で標識メーカーによるばらつきが生じ
ない市販デジタルフォントを選定

口視認性に優れた角ゴシックの中から以下の
4書体を検討対象として選定
′日二交通省の推奨書体 (3書体)
′日本道購公団が過去に行った視認性実験の結
果から rヒラギノ角ゴシック」

‐REEN    客 ブ万万両開語燕頭顧

Eぬ けのよさの比較
′ぬけのよき i視認性を確保する条件の1つ
ぬけが悪いと画と画の隙間が見えなくなる
・ rばかし印刷Jで 検証

′結果 :4フ ォントで大きな違いは無し



串
―
 オ ブジエクト・エン八ンスメント

口各文字の詳細部を比較

′ヒライノ角ゴのみ、字画先喘部に 'オブジェ
クト エ ン八ンスメント“が施されている
・還方からの視露性に特にほれていると判断

α山

年山

‐ EEN    学
のお成のつかみやすさ '

口 「潟Jや 「都」の例

,「さんずいJや 「おおぎとJが 大きく、字の

構成をつかみやすい
・遠方からの視露とに特に優れていると判断

。潟
ｃ潟

tr再 =N      レ
イアウトの検討

ロレイアウトの検討
″標識板サイズは変更しない
支桂の速てをえを必要としない

″基本的なレイアウトは変更しない
ァ
タ管盤員
る高齢書や外国人トライン【―のため文字サイ

口文字サイズの設定
″文字部分は50%未 満 余 自率は50%超
情報■が多tヽ̀必要なれ報を口時に判碗でどない

′所定の文字間隔を確保 (単語問は文字幅の6割程度)
′
系?増 道
英翔 知文文字南比率、英文日本率などを細

SCRCN      標
醸視解性実験

■標識視認性実験
′提案標識の現行標識に対する視認性向上の程
度やユーザーに与えるイメージをlBE

ヨ3に ぶ
         ま とめ

,ヒ ラギノはビジュアル雑誌など画像を多用する
媒体の本文 見出し用違が当初のターケット
′その設計が高速道路線調弔書体としての適性と一致
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やや大言じ0■国とフトコロ 紫
栗
国
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騒観編正0た 0西 =れ た,画

低爾0ア クセント

字の申政り,か ら
やすさ

均専な望言

やや六どめの,面 とフトヨロ

(大言すます "ヽどす言なt )ヽ

室 REEN     レ
イ ア ウ ト業 の決 定

日前述の検討および拐露性実験により、レイアウト案を以
下の通り決定

(■とい




